
第１１３回 維持管理研究会 議事録 

１． 開催日時 ： ２０２０年 １2 月 17 日（木）１５：３０～１７：15 

２． 場   所 ： Zoom リモート開催 

３． 出席者（敬称略） 1１名 

相原、井上、大島、金子幸、木村、澤田、清水、守護、田中、山下、中谷（記）   

 

４． 研究テーマ 

    今月の研究会は、2 回目のＺｏｏｍを活用したリモートによる「対策本部」の情報共有にあり方に 

ついて、タイムライン防災に基づき検討を行った。 

大型台風による災害インシデントを想定して、事前対策（台風上陸３６H 前）と浸水などによる 

工場設備被災後の事業継続に対する対応ついて、対策本部として対応や現場へ指示すべき内容を 

演習体験を通じて検討を行った。（災害インシデントについては、次頁を参照） 

●A グループにてタイムライン防災として、被災前に対応すべき従業員の安全確保、及び建物・設備の 

未然防止策について意見交換し、事前対応策を検討した。 

●B グループは、工場設備が大きな被害となり、復旧に一ヶ月以上かかると判明したが、顧客から納期 

     に関して強い要請が来たことに対する対応策について検討した。 

   特に納品に関して、重要顧客へ傾斜配分するのか？ 全顧客に平等配分するのか？ 事前に経営的 

   な視点でＢＣＰとして決定しておくことの重要性など多くの意見が交換された。 

 

５．所見 

今回のリモート演習では、対策本部員の顔が見えない状況ではあるが、検討時間を十分に取って検討 

したので、Ａ・Ｂグループとも良い対策案が出されており、積極的な意見交換がなされた。 

意見交換時に他グループ(Ａグループに対しＢグループが提案）に対して気づきを与えてくれる良い提案 

が多数出されており、活発な演習となった。（リモート演習とは思えないほどであった。） 

参加者が少なかったため、小人数グループ(５名)となり、参加者から積極的な発言が多くあり、活発な 

意見交換を行うことが出来た。 

   リモートによる訓練・演習を繰り実施し、緊急時の対応に備えておくことの重要性が再認識できた。 

  （前回の意見）抜粋 

   参加者からの意見として・・・ 

   今後、自社で実施するにあたって、良い面・悪い面を含めて大変参考になった。 

   顔が見えない中で、インシデントの出すタイミング、及び対応策を検討してもらう時間配分などは、今後の 

訓練・演習の参考にしたい。 

 

  ＜次回開催予定＞ 

   2021 年 1 月 21 日（木）15:30～17:30 

    Zoom によるリモートで実施 

以上 



＜演習シナリオ抜粋＞ 
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